要素技術シート(Java)


型キャスト

1 基本型の拡大変換と値の範囲

byte

short 
 int
long
float
 double 


     char 

上の代入系列の代入は自動で型変換が起こる。


それぞれの型は

型
範囲


実際の値

暗黙の初期化値

byte
-2×107～2×107-1
-128～127
0

short
-2×1015～2×1015-1
-32768～32767
0

char
　　　 0～2×1032
0～65535

0

int
-2×1031～2×1031-1


0

long
-2×1063～2×1063-1


0

float

32bit実



0.0f

double

64bit実



0.0

boolean
true,false


false

②基本型の縮小変換
intのリテラルまたはfinalな定数から、byte,short,charへの代入をする場合、
値が代入先の範囲に収まる場合は自動で変換される。（式はだめ）

ex.
byte b=30;

因みにdoubleからfloatへの変換はない。
×float
f=1.0;//右辺がdoubleなのでエラー

intリテラルをメソッドの引数に渡すときは縮小変換は起こらない。

class X{void meth(short s){………}}

class Y{void f(){X x=new X();x.meth(3);}}

２行目がエラー「3」はintのリテラルだが代入ではないので縮小変換されない。

③基本型の算術昇格
· 算術演算では左右オペランドをより大きい範囲の型に格上げし、演算値を返す。

· byte,short,charはそれぞれ同士で演算してもintへ昇格。

　　ex.
byte b,b1,b2;

b= b1 + b2;//右辺が足されているのでintである。byteに代入してエラー

b= +b;//右辺で+演算をしているので(intになり)エラー

b= -b;//右辺で-演算をしているので(intになり)エラー

④暗黙の参照型キャスト
　次ぎの参照型の代入は問題ない。コンパイラが自動で型変換する。

· （スーパークラスの参照変数）<=（サブクラスのインスタンス）

· （スーパーインターフェイスの参照変数）<=（サブインターフェイスのインスタンス）

· （実装インターフェイスの参照変数）<=（実装クラスのインスタンス）

· （スーパークラスの参照変数）<=（サブクラスのインスタンス）

· （Object型の参照変数）<=（任意のインターフェイスのインスタンス）

· （Object型の参照変数）<=（任意の配列）

· （Cloneable型の参照変数）<=（任意の配列）

· （ｽｰﾊﾟｰｸﾗｽ・ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ・実装ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの配列）<=（参照の配列）

⑤基本型の明示的な型キャスト
· 基本型では数値同士のキャストは問題ない。
万一無意味な値を返すとしても例外は発生しない

· boolean(数値のキャストは不可。

· 基本(参照のキャストは不可。

⑥参照型の明示的な型キャスト
・ケースとしてありうる型キャストはコンパイルを通る。しかし実行時に
　ClassCastExceptionをスローすることがある。
　キャストがちゃんと実行されるためにはその実体のオブジェクトが入っていなければ
　ならない。

　(ｻﾌﾞｸﾗｽ)ｽｰﾊﾟｰｸﾗｽ
　

　(finalではないｸﾗｽ)ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

　(任意のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ)finalではないｸﾗｽ

　(任意のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ)ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

　(要素がｷｬｽﾄ先になっている配列)参照型の配列
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